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歴史的な南北首脳会談開催! 

朝鮮半島非核化、休戦状態終息に向けて、大きな前進! 
韓国の文在寅大統領と北朝鮮の金正恩国務委員長が 27日、板門店の韓国側施設で南北首脳会談

を行いました。金委員長が北朝鮮指導者として歴史上初めて韓国側に足を踏み入れました。文大統

領は、そのことによって「板門店は分断の象徴ではなく、平和の象徴になった」と述べました。今

回の南北首脳会談は、文字通りの歴史的会談となりました。その様子はライブ映像で世界各地に送

られ、世界の人々の注目を集めました。 

会談した両首脳は、「板門店宣言」に署名しました。宣言では北朝鮮の核凍結措置について、「非

核化に向けて有意義で重大な措置」との認識で一致。「国際社会の支持と協力を得るため積極的に

努力していく」としました。また「休戦状態の終息と平和体制の樹立は先送りできない歴史的課題」

として、終戦宣言のほか、米韓朝三カ国や米韓中朝の四カ国の首脳会談を積極的に推進するとしま

した。 

そして、軍事的緊張の緩和に向け、敵対行為の相互中止にも合意しました。5月 1日以降、軍事

境界線付近での拡声器による宣伝放送や体制批判ビラの散布を中止し、軍事当局者会談を頻繁に開

くことを決めました。さらに今後、「民族の和解と団結のため、多面的な交流を活発化する」こと

も確認。南北離散家族の再会事業を推進するほか、南北を結ぶ鉄道の連結事業再開に向け対策をと

っていくことで合意。首脳会談の定例化でも一致しました。 

会談後の共同記者発表では、文氏は「完全な非核化が共同 

の目標だと確認した。南北はさらに緊密に協力する」と説明。 

終戦宣言と平和協定を通じて朝鮮半島の平和体制を構築して 

いくことが、「国際秩序を根本的に変える重要な合意だ」と会 

談の成果を強調しました。一方、正恩氏は「われわれ二人が 

膝をつき合わせ、意思疎通して協力することで、良い結果が 

生まれるよう努力していく」と述べました。しかし、非核化 

や終戦宣言には触れませんでした。 

この「板門店宣言」は、朝鮮半島の非核化と、北東アジアの平和体制の構築に向けた大きな前進

です。韓国・北朝鮮、日本国民そして世界の人々は、今回の合意が履行され、73年間に及ぶ南北分

断と対立が解消に向かい、南北の人々が平和と繁栄のなかで暮らせるようになり、統一に向かうこ

とを心より願っています。そして、文大統領自身が、今回の首脳会談を米朝首脳会談への「道案内」

と位置づけているように、南北、米朝の二つの首脳会談は密接につながっています。世界の人々は

6月にも開催が予定されている米朝首脳会談が、今回の南北首脳会談の成果を踏まえ、大きな成功

をおさめることを、強く願っています。 

なお、日本人の拉致問題は板門店宣言や共同発表では触れていません。文在寅大統領、米トラン

プ大統領に「拉致問題の解決に向けて北朝鮮に働きかけ欲しい」とお願いするだけで、自らは何も
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できない安倍外交の破綻です。しかし、金国務委員長は文氏に「日本との対話の用意がある」と発

言し、文氏は「日朝の橋渡しを喜んで行う」と伝えたとされています。安倍首相は対話を否定し、

圧力一辺倒の立場をあらため、憲法 9条を持つ国の首相として、交渉による問題解決の流れを促進

する外交戦略へと転換すべきです。 

憲法記念日を中心に、5月の「安倍９条改憲許さぬ」

大集会・行動   全国２８０カ所で多彩に開催予定! 
 5月 3日の憲法記念日を中心にした全国の 5月中の行動計画を、しんぶん赤旗の 4月 26、27日の

報道によると、280カ所を超えていることがわかりました。集会、デモ、ウオーク、パレード、ス

タンディング、宣伝、講演会、学習会、映画上映、講談、バンド演奏など多彩です。 

５・３中心に各地で次々と 

 報道によると、今年の行動は、「安倍９条改憲ノー」「安倍９条『壊憲』のワナ」「変えていいの？

憲法９条」「国会発議を許さない」「アベ即時退陣・内閣総辞職を求める」など、安倍政権とのたた

かいをテーマに掲げているのが特徴で、安倍９条改憲に反対する「3000万人署名」が草の根で取り

組まれていることのことです。市民や団体の共同行動として取り組まれるところも目立っていると

りことです。 

 東京でおこなわれる中央行動は、3日の憲法集会です。憲法会議も参加する実行委員会が主催し、

「戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会」「安倍９条改憲ＮＯ！全国市民アクショ

ン」が共催します。東京臨海広域防災公園（有明防災公園）で午前 11時にサブステージ開始、午

後１時にメイン集会が開かれます。集会後にパレード。会場は、りんかい線国際展示場駅から徒歩

約４分、ゆりかもめ有明駅から徒歩約２分です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  憲法会議では実行委員会の要請に応えて、参加団体・東京憲法会議から要員を出していただき、

集会の成功に向けて奮闘するとともに、模擬店に出店し、川村俊夫代表幹事の新書「『戦争する国』

への道 安倍九条改憲ＮＯ！」や憲法パンフレットの販売等を行います。 
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6月には若者憲法集会が開催されます! 
 6月 3日には、若者憲法集会が東京都内で開かれます。午前中は都内各地で分科会が計画されて

います。午後１時半から上野公園野外ステージでメイン集会。午後４時から新宿中央公園に集合し

てデモ行進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公文書改ざん、自衛隊日報隠ぺいなど、民主主義を無視した安倍政権の暴走に対する怒りととも

に、若者に「こんな政権に憲法を変えさせない」との声が広がっています。 

実行委員会は、「安倍９条改憲を阻止する 3000万人署名を軸にした運動を広げながら、6月 3日

は全国の青年が結集 し、『安倍 9条改憲ＮＯ』の声をつきつけよう」と呼びかけています。 

各地のとりくみ 

和歌山 「戦争はイヤ！憲法 9条を守る和歌山市南の会結成の集い」開催 

 「戦争はイヤ！憲法 9条を守る和歌山市南の会結成の集い」が 22日、和歌山市で開催され、43

人が参加しました。 

 同会は和歌山市南部で 53人が呼びかけ人になり結成。世話人は北畠弘之（宗善寺住職）、西畑昌

治（医師）、藤本清二郎（元和歌山大学副学長）、和田治（キリスト教会牧師）の 4氏です。 

「うたごえオールスターズ」が歌う 3000万人署名を応援する「この国の色は」で始まった集い

で開会あいさつした西畑氏は、「安倍内閣は憲法改悪に一直線」と批判し、3000万人署名の成功を

訴えました。 

講演した元和歌山大学副学長・市民連合わかやま共同代表の堀内秀雄氏は、憲法 9条を「いまの

世界にこそ誇りを持って発信できる宝」と強調。安倍政権の暴走と憲法改悪を糾弾し、「意見の違

いを超えて共同を広げよう」と呼びかけました。 

藤本氏は閉会あいさつで、「憲法を守り発展させよう」と訴えました。 

 

祝 第 8９回メーデー 


